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- 真 筆 で 宣 ･es賢 皇 墨 書':-
干上 は ai:,め に
｢大学院生のための教育実践講座｣は､大学教員をめざす京都大学の大学院生のために､教
員への自覚的自己形成にきっかけを奪えることを意図して､計画されたプロジェクトである.
鎧Pプロジェクト ｢相互研修型 欝D の組織化による教育改善｣の一環として､高等教育研究開
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2,000円 (ランーチ ⑳終了パ-ティ代を含むo当凱 受付で徴収)
歩廊馨
今回実施された講座への最終的な参加者は且9名 (男性 且且名､女性 8名)であった｡なお､
事前申込の段階では26名 (男性 且冒名､女性 9名)であったo理系と文系に分けた上で,その
内訳の詳細を衰 且に示すO
表 r日 歩加巻Sf･3;内訳
理系 (且5名) 文系 (4名)





4名 優 且i博 3
8名 修 射 博 4
2.冬 彦 'ii博 i
且名 博 乱
文学研究科 1名 pID-i
教育学研究科 且名 博 且












































































































具 体 的 な ｢コツ､ほ共に､講義に関する考えこ酎=/‡沌1℃､さまざまな側面から教
え て 欲 しい.
理学 博 具体 的 に はわからないが､今後助役に立てlばと思ってi,篭る｡



































ていくことが望ましいのかといった ｢授 業 方 法 に関する知識｣の獲得～(3)他の大学院生の意
見を知りたい､ディスカッションを 通 じ て 意 見 交 換し問題意識を共有するといっ た ｢関係づく































































































































ディ- ◎ワークとの関連性や位 置 づ け が 明 確 に参
加者に伝わらなかったことが､ 結 果的に得点の低
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這所属 : 研究科 (醐疹丑 望｡博丑)課程
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に .∨さ ま ざ ま な 東 学 じ分 野 碍 工 夫 垂 れ た 授 業 が
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圏細論を体系的監≡習得ずるため ⑳ 効 率 的 な 霜 法
トー･嵐､学生には蕊もラヴそ5.にみ 見 る が - L)
竣蓑に巻き込む索は弱い
こj聞きながら理解囚思考する⑳ 櫨 困 艶
LH 意 味 あるも6馴こなる に は ､高 い 能 義 と 顛 遼 悪
行.が 買 褒 さ れ る:凄 む増 逢 諒 が 感 掌
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50非常に満足している 乳 :A:あ ま あ 満 足 Lj'ている 3.,どちらとも言東ない
2,Jあまり満足していない LJi . ま っだ < 満 足 していない
その理由をお書きへ革さいo
問2 プ`E3グラムにつ い て どの程度有意義であったか､菰 筈 孟 '下 さ ?urも,J
59非常に有意義だ っ た 4 9 まあまあ有意義だった 3 ∈) どちらとも芸濃ない
2.あまり有意義で は な か っ た 1 0 まっ たく 有 意 義ではな か った
(1)ダjb-ヲ討論 - ◎ - ◎ ◎ - ◎ ◎ - ㊨ - - ◎◎5 確 3 望 頂
(2)蓋三講義 ◎◎ ◎ - ◎ ◎ ◎ - ◎ ◎ - - - ◎ ◎ ◎ ◎5 轟 3 2 頂
(3)ボディL1--｡り-I-ク O ｡ - - - - 0 - - - ｡5 線 3 2 1
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問3 今後に向けて改善した方がいいと思われる点がありましたら､自由にお書き下さい.
ご協力ありがとうございましたo
-ユーi71
